
平成２９年度 自己評価・学校関係者評価 報告書（防災安全部） 

                    岐阜県立岐阜本巣特別支援学校  

自己評価 

学校教育目標 ・夢の実現に向け自ら学び自ら考え、生き生きと表現できる児童生徒を育てる。 

・心のふれ合いを大切にし、自他共に尊重できる児童生徒を育てる。 

 

評価する領域・分野 「安全管理」「研修」「教育環境整備」 

現状及びアンケート 

の結果分析等 

・「児童生徒の安全に気を配り、緊急時の対応がしっかりしている。」の項目につ

いては、ほぼ達成できているという意見をいただいているが、今後の課題として、

職員の防災体制、防災意識の一層の向上や安心・安全・快適な環境整備等がある。 

今年度の具体的かつ 

明確な重点目標 
・防災体制・防災マニュアルの見直しと活用、避難所開設・運営マニュアルの作成

を行う。 

・地震、大雨、土砂災害等を想定した命を守る訓練、引き渡し訓練を実施し、課題

改善をする。 

・ＰＴＡや自治体、行政と連携して防災体制作りを行う（親子防災教室等）。 

・防災・減災センター等と連携した防災研修を行い、職員の防災意識を高める。 

・児童生徒が安心・安全・快適に学校生活を送ることができるように、安全点検を

実施する。また、職員清掃・職員作業を計画的に実施する。 

重点目標を達成する 

ための校内組織体制 

・分掌内を「防災計画」、「環境整備」の２係に編成し、それぞれに職員の特性を

生かして小学部、中学部、高等部職員を配置する。 

目標の達成に必要な 

具体的取組 

・災害対策委員会を開き、防災体制の確認や様々な防災に関する課題の検討を行う。 

・命を守る訓練や引き渡し訓練、親子防災教室の計画・実施・反省を行う。 

・防災対策をテーマにした外部講師による研修会を計画・実施する。 

・安全点検カードを使用して、月に１回、校舎内外の安全点検をする。 

・定期的な職員清掃・職員作業の計画と、日常の校内清掃の呼びかけを行う。 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

・災害対策委員会や様々な訓練を通して防災体制や防災に関する課題を明確にし、

改善することができる。 

・職員の防災に対する知識や意識を高めることができる。 

・年間を通じて安全点検や職員清掃、職員作業を適切に実施することができる。 

取組状況・実践内容等 ・地震を想定したショート訓練を月１回、５月に地震から火災を想定した訓練と大

雨を想定した引き渡し訓練、７月に親子防災教室、１０月に大地震を想定した訓

練の実施をした（１月に火災を想定した訓練を実施予定）。 

・４月に自立学級児童生徒の避難方法についての研修、８月に岐阜大学防災・減災

センターの職員を講師に招いた研修会を実施した。 

・４月に第１回災害対策委員で防災体制等の確認、１２月に第２回災害対策委員会

で避難所開設・運営マニュアル等の検討を行った。その他、気象変動に応じて、

適宜、災害対策委員会を開き、対応を検討した。 

・管理責任者による月１回の安全点検の実施と定期的な職員清掃の実施をした。 

評価の視点 評価 

① 災害時の体制や防災に対する課題を明確にし、改善できたか 

② 防災の日常化に対して理解し、防災に対する意識が向上したか 

③ 安全点検や清掃活動が適切に実施できたか 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

成果・課題 総合評価 

○地震、火災、大雨を想定した命を守る訓練、引き渡し訓練を実施し、防災体制の

確認を行うことできた。また、ＰＴＡや関係諸機関だけでなく、地域と連携した

親子防災教室を行うことができた。 

○災害対策委員会を開き、防災体制の確認や気象変動に応じた対応の検討、避難所

開設・運営マニュアルの作成と検討、その他の防災に関する課題の検討を行うこ

とができた。 

▲防災研修会を行うことで、職員の防災に対する意識が向上してきたが、教室のロ

ッカー等の転倒防止や災害時の職員の動き方、児童生徒の安否確認方法等につい

て一層の改善や理解、啓発が必要である。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
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▲職員による定期的な安全点検を行うことができた。また、破損箇所等については

必要に応じて、速やかな修繕を行うことができた。しかし、職員清掃については、

特にトイレの汚れが目立つ箇所があり、清掃当番体制の見直しや計画な職員清

掃、職員作業を検討していくことが必要である。 

来年度に向けての 

改善方策案 

・岐阜大学防災・減災センターの職員を講師に招いて、ＤＩＧやＨＵＧといった発

展的な防災研修を行い、職員の防災意識をより向上させる。 

・各教室に応じたロッカー等の固定方法を調査し、小・中・高の各教室、特別教室

も含め、できるところから計画的に固定を進めていく。 

・実際の災害（地震、土砂災害等）を想定した具体的な職員の動き方（夜間、休日、

長期休業中含む）の検討を継続して行う。 

・各市町村が発行するハザードマップを活用し、児童生徒の居住地や利用する避難

所の把握を行い、安否確認時に活用できるようにする。 

・トイレの清掃は担当者が日常的に責任をもって行うよう呼びかけるとともに、そ

の他の場所を月１回職員清掃として実施する。また、時期に応じて校舎周りの清

掃を職員作業として計画的に実施する。 

 

学校関係者評価 （平成３０年２月１日実施）意見・要望・評価等 

・今年度は、防災を通して地域とつながっていけるよう、防災教室で協力できた。 

・これからも近隣の自治体と、地域連携を進めていけるとよい。 

 

 


